
舞台芸術学科　学科ルーブリック（学修到達度ルーブリック）

学科別 4 3 2 1

DP 6つの力 内容 芸術
卒業時到達レベル

（＝DPにおける到達目標レベル）
3年修了時到達レベル 2年修了時到達レベル 1年修了時到達レベル

人間力

知識・情報収
集力

自分をとりまく人間､ 社会､ 自然に対し
て開かれた好奇心をもち、自身の学修
や企図に必要な知識と情報を、主体的
かつ体系的に収集し理解することがで
きる

社会と舞台芸術の密接なかかわりを理解
し、新たな舞台芸術の創造と発信に向け
て多角的に知識や情報を収集し理解でき
る。

卒業制作として自ら選択した舞台作品や
研究論文等を社会へ発信するために必要
な情報や知識を収集し制作に役立てるこ
とができる。

卒業制作、さらにはキャリアを選択する
ために必要な知識と情報を体系的に収集
することができる。

モチーフとして提示された演劇作品の
テーマや世界観を理解するために知識や
情報を収集できる。また、小劇場
（studio21)で上演するために必要な技術
に関する知識や情報を収集できる。

モチーフとして提示された短編の理解に
必要な情報や知識を主体的に収集するこ
とができる。

コミュニケー
ション力

人間の多様性を理解し、異なる価値観
をもつ他者との間に相互理解を形成
し、協働することができる

舞台芸術が他者との協働によって成立し
ていることを体験的に理解し、主体性と
協調性とを持ち合せることで一つの目標
に向かって役割や役職の異なる他者と協
働できる。

卒業制作として演劇、またはミュージカ
ル作品を社会に向けて発信するために、
座組のメンバーさらには学外の関係者と
協働することができる。または、研究論
文等を執筆するために関係各所と実際的
なコミュニケーションを展開できる。

卒業制作公演を実施する座組を形成する
ために他者と協働することができる。ま
たは、研究論文等のテーマを選択するた
めに関係各所と適切なコミュニケーショ
ンがとれる。

演劇作品を小劇場で上演するために、同
じ役職のグループ内、さらには他部署と
の間に相互理解を形成し、協働すること
ができる。

短編の舞台創作に向けて他者や他部署と
相互理解を形成し、協働することができ
る。

倫理観
自身の良心と社会の多元的な理解に基
づき、社会のために芸術の力を活かす
ことができる

観客が存在してこその舞台芸術であるこ
とを体験的に理解し、社会の縮図たる観
客に多元的な価値観を提供することでよ
り良い社会の形成に貢献できる。

卒業制作公演を広く社会へ向けた具体的
メッセージとして上演することができ
る。または、研究論文等を広く社会へ向
けた具体的メッセージとして発表でき
る。

いかに社会に役立つのか、役立てていく
のかを卒業制作、さらにはキャリアを選
択する具体的根拠とできる。

演出家（教員）が提示する演劇作品の
テーマと社会との相関を共有し理解する
ことができる。また、舞台作品を社会へ
の具体的メッセージとして上演すること
ができる。

短編の上演を通して「何を観客に伝えた
いのか」をそのテーマ性を提示できる。

創造力

論理的思考力
所与の情報をもとに、物事を分析的か
つ論理的に考えることができる

自分を取り巻く社会の動向と戯曲や作品
の世界観を論理的に統合し自らの考えを
提案できる。また、自身の専門性に応じ
た戯曲や作品の分析、論理的思考が展開
できる。

知識や情報、経験をもとに卒業制作の
テーマや内容を自身の役職の専門性に応
じて体系的に分析、思考し深めていくこ
とができる。

卒業制作、さらにはキャリアを選択する
ために得た知識や情報を分析、思考する
ことで自らの意志に反映させることがで
きる。

知識や情報、経験値をもとに、モチーフ
として提示された演劇作品を自らが選ん
だ役職に応じて分析し思考できる。

モチーフとして提示された短編戯曲の舞
台化に向けて体系的に分析、思考するこ
とができる。

発想・構想力

感性的な直観と理性的な分析や思考か
ら得られた発想を統合し、具体的な研
究・制作へと結びつくテーマや仮説と
して構想することができる

分析や思考から得られた発想を自身の専
門性に応じてデザイン、プラン、役づく
りなどへ発展させることができる。さら
に、他者や他の役職と協働しリハーサル
を体系的に展開できる。

卒業制作公演の実施に結びつく仮説とし
て、自身の役職と他部署との相互関係を
考慮しながら構想、デザインすることが
できる。または、研究論文・戯曲等の執
筆に向けて章立てや場面割ができる。

卒業制作、さらにはキャリアを選択する
ために知識や情報、経験値を統合し、具
体的な将来像や仮説を構想できる。

分析や思考から得られた発想を自らが選
んだ役職に応じてデザイン、プラン、役
づくりなどへ発展させることができる。
さらに、他者や他の役職と協働しリハー
サルを体系的に展開できる。

分析や思考から得られた発想を、短編の
舞台化に結び付く仮説やプランとして他
者とともに構想できる。また、他者とと
もに計画的にリハーサルを展開できる。

表現力
テーマや仮説を、適切な媒体・形式に
よってモノ・コトとして可視化し提示
することができる

独創性と協調性とを発揮し、作品テーマ
や世界観を説得力をもって広く社会へ表
現することができる。

自らが選んだ役職の専門性を発揮するこ
とで、卒業制作公演の上演に貢献でき
る。
または、舞台芸術に関連するテーマを論
文、戯曲、作品として具体的に発表でき
る。

自らが選んだ卒業制作、さらにはキャリ
アについて口頭また文章で提示できる。

自らが選んだ役職において小劇場
（studio21）での演劇公演の上演に貢献
できる。

自らが選んだ役職において短編の戯曲の
舞台化に貢献できる。

芸術の力を社
会に活かすた
めの力

自立した一人
の人間として
生きるための
力

芸術学部ディプロマ・ポリシー


